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バウムテストの変法として，色彩描具を用いて木を描くこと schwarzen und farbigen 















































佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 47 号（2019 年 3 月）


































































体で 29 名のデータを分析対象とし，調査協力者の平均年齢は，統合失調症群が 40.7 歳（20 ～
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69 歳，SD＝ 14.703），健常群が 22.1 歳（19 ～ 47 歳，SD＝ 6.974）であった。
2）実施方法
黒－色彩樹木画テストにおいて 2枚（鉛筆・色彩）を描き，その後で Post Drawing Dialogue
（描画後の対話：以下 Pdd）を行うセッションを実施した。なお調査を施行する際は他者が入室
することがなく，周りの音が聞こえにくい部屋で行った。なお描画時間は 3～ 30 分ほどであっ

























一谷（1986）にならい，用紙を横方向に 14 等分，縦方向に 20 等分して 280 個の小領域に分割
し，使用された小領域を数えて空間使用量とした。空間領域はGrünwald の空間図式に用いられ
た 4分画を基礎に，A（右上），B（左上），C（左下），D（右下）とし，中央部に横 6，縦 10 の
領域をO（60 小領域分），全体をT（280 小領域分）とし，各領域の使用量を黒－色彩樹木画に
黒－色彩樹木画テストを用いた基礎的研究（植田愛美）



















Table 1　色彩樹木画（色数）の記述統計 Table 2　色彩樹木画色数（群）の分散分析表
Figure 1　各領域の名称
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効果が認められたため（F（1, 27）= 5.59, p < .10，F（4, 108） = 17.2, p < .01），S群は C群より
も空間使用量が少ない傾向が示された。交互作用は認められなかった（F（4, 108）= 1.84, n.s.）。
また領域の主効果が認められため，多重比較を行ったところ，O, A, B 領域の使用がD, C 領域
の使用より多いことが示された（p < .01, ただし B領域 > C 領域のみ p < .05）。
次に群（S群・C群）・領域（A，B，C，D，O）を独立変数，空間使用量を従属変数とし，2
要因分散分析を行った色彩樹木画の結果をTable6，Table7，Figure3 に示した。
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分析の結果，色彩樹木画において，「群」の主効果に有意傾向が認められ，「領域」の有意な
主効果が認められたため（F（1, 27）= 7.23, p < .10，F（4, 108）= 17.4，p < .01），S群は，C
群よりも空間使用量が少ない傾向が示された。交互作用は認められなかった（F（4, 108）= 1.71, 
n.s.）。また領域の主効果が認められたため，多重比較を行ったところ，O, B 領域の使用がC, D





かったが，「領域」の有意な主効果が認められた（F（1, 13） = 0.74, .n.s.，F（4, 52）= 21.6, p < 
0.1）。交互作用は認められなかった（F（4, 52）= 2.01, .n.s）。また領域の主効果が認められたた
め，多重比較を行ったところ，O領域の使用がA, C, D 領域の使用より多く（p < .01, ただしO
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分析の結果， C 群において，「黒－色彩」の主効果は認められなかったが，「領域」に有意な
主効果が認められた（F（1, 14） = 3.65, n.s，F（4, 56）= 8.92, p<.01）。交互作用は認められな
かった（F（1, 14）= 1.22, n.s）。また領域の主効果が認められたため，多重比較を行ったとこ
ろ，A領域がC, D 領域よりも使用量が多いことが示された（p < .01, ただしA領域 > C 領域の





は有意な主効果が認められなかった（F（1, 24）= 14.68, p<.10，F（1, 24） = 1.64, n.s.）。交互作
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れた。名島・増田（1993）は健常者では平均 4.3 色を使用し，統合失調症者は平均 3.6 色を有意
に使用することが認められており，名島（1999）では，今村（1998）「色彩バウムと発達段階と
の関連性」で明らかとなったデータを引用し，健常者において 50 歳代の男性では平均 5.4 色，
女性では平均 4.5 色を使用し，40 歳代の男性では平均 5.3 色，女性では平均 4.4 色を使用してい
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